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かつて、人生の先が見えない閉塞感のな

かで、苦しんでいたころ、カウンセリングや

コーチングなど、さまざまな手法を模索し

ました。また、それらにたずさわるかたが

たにも、サポートをもとめました。 

 

あるかたに、定期的に、サポートをしてい

ただいていたときのことです。 

そのかたは、本当に親身になってくださる

かたで、私もこころから信頼して、相談をさ

せていただき、お互いに打ち解けあって、

ときには、個人的な話なども聴かせていた

だくことさえあったのです。 

 

おかげで、少しずつ気持ちの切り替えが

できるようになり、私はそろそろ次のステッ

プにいきたい気持ちになりました。 

ただ、そのかたのサポートには感謝しつ

つも、そのままのかたちでは、次に行くこと

はむずかしいように感じたのです。予定の

期間が終わり、継続の有無を問われたとき、

私はサポートの中止を申し出ました。 

 

数日経って、メールが届きました。私に対

する、きびしい非難のことばが書かれたメ

ールでした。いえ、あえて言うなら、「中

傷」と言ってもさしつかえないくらいの文面

でした。信じられなくて、一瞬、差出人の名

前を見直してしまったほどです。 

 

私がサポートをことわったことで、そのかた

を傷つけてしまったことが、わかりました。

個人的な話さえしたくなるほどに、私たち

は、どこか共鳴するものをもっていたので

す。たぶん、そのかたは、私のなかに、そ

のかたにかかわる、何かを投影していた

のでしょう。私を「救う」（サポートする）こと

は、そのかたの、見えない何かを救うこと

でもあったのです。 

 

だから、サポートの中止を告げられたとき、

まるで、自分を救えなかったような気持ち

に、おちいってしまったのだと思います。

そうした自分にたいする無力感、罪悪感、

自己否定感が、怒りに転じて、あのようなメ

ールを私に送らせる結果になったのだと。 

 

子ども時代、苦しい体験をしたひとが、そ

んな思いをさせたくないと、こうしたサポー

トの仕事につくことは、めずらしいことでは

ありません。私自身、演劇的手法を使って、

子どもたちの表現やコミュニケーションの

ちからを育てる活動をしているのも、ある

意味、似たような理由からです。 

 

でも、そのときに、肝に銘じておかなけれ

ばならないことがあります。かかわる相手

は、「かつての自分」ではないということで

す。ひとりの、まったく別の人間なのです。

自分の望む反応をしてくれなくても、当た

り前なのです。どのような反応であろうと、

そのひとは、そのひとの意思で、それを選

んでいるのです。そのひとの苦しみや悩

みがわかればわかるほど、けっして、一緒

になって苦しんでしまってはいけないの

です。そうなれば、もう、同じ穴に落ちてい

くしかありませんから。 

 

私たちにできることは、その穴の縁にいて、

そのひとを見守るだけなのです。仮に、そ

の穴に飛びこんでいったとしても、できる

ことは、そのひとのかたわらに、寄り添うこ

とだけです。そのときも、自分自身がふた

たび這い上がるすべやちからは、きちんと

確保しておくべきなのです。 

 

私たちは、無力です。そしてそれでいい

のです。本当のちからは、そのひとがもっ

ているのですから！ こんなやりかたもあ

るよ、こんな考えかたもあるよと、必要な情

報は提供していいし、ときには、はげまし

たり、勇気づけることもあっていい。必要で

あれば（もとめられれば)、見本を示してあ

げることがあってもいい。でも、そのひとが、

何を選び、何を決めるかは、そのひとにし

かできないのです。そのひとは、そのひと

であり、あなたではないのですから！ 

 

…今日のメッセージは、きびしすぎる感じ

になってしまったかもしれません。一方的

に決めつけた表現だと感じられるかたもい

らっしゃるかもしれません。でも、私は、ひ

とがひとになしうる最大のサポートは、そ

のひとを徹底的に信じることだと思ってい

ます。どんなに悩んでいても、苦しんでい

ても、このひとは、絶対に抜けられる、絶対

に超えられると信じる。それが本当に信じ

られたら、私たちのがわが、悩む必要も苦

しむ必要もないではありませんか。 

 

私は、このことを、かつて私に送られたメ

ールをとおして、気づくことができました。

私を全面否定するかのような、その文面の

裏に、そのかたの、せつない悲鳴を感じ

取りました。自分を攻撃（非難・否定）する

ことも、ひとを攻撃（非難・否定）することも、

何かを「否定」している意味では、同じこと

なのです。でも、そのことに気づいたら、

私たちは、それを終わらせなくてはなりま

せん。私は、終わらせるチャンスを、その

かたからいただいたのでした。 

 

すべての否定を終わらせ、完全に相手を

信頼してかかわる。私にとっても、これはま

だまだ超えきれていない課題です。だか

ら、一生、やりつづけていくのでしょう。た

とえその途上で倒れて終わるとしても。…

その覚悟だけは、あります。 
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私たちは、無力です。 

そしてそれでいいのです。


